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乾式再処理における使用済塩化物溶媒からの FP元素回収技術の開発を目的として、723K の溶融 LiCl-KCl中

におけるアルカリ土類および希土類元素の電解回収挙動、およびヨウ素などのハロゲンの酸化挙動を調べた。 
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1. 背景 

高速炉燃料サイクルに金属燃料－乾式再処理技術を取り込むことにより、幅広い高速炉導入／Pu 需給シナ

リオに柔軟に対応しつつ、廃棄物有害度低減効果を最大化する MA 回収・核変換システムを構築するための研

究開発を進めている。乾式再処理で発生する使用済溶融塩化物溶媒については、電気分解で回収した FP元素

を酸化物に転換してガラスに含有させることによる高レベル廃棄物固化体発生量の抑制、およびヨウ素の分

離回収を狙っている。ここでは、723Kの溶融 LiCl-KCl（58.8 : 41.2 in mol）中にアルカリ土類や希土類塩

化物、あるいは Li ハロゲン化物（I, Br）を加えた系において、液体 Ga電極へのアルカリ土類 FP元素回収

挙動、代替電極材料への希土類 FP 元素回収挙動、陽極におけるヨウ素をはじめとするハロゲンの酸化挙動、

について調べた結果を報告する。 

2. 結果と考察 

・アルカリ土類元素（Sr または Ba） を含む溶融塩中で液体 Ga陰極を用いて定電流電解を行ったところ、低

い電位領域でこれらの元素が回収されるものの、電解電流の大部分は溶媒構成元素である Li の還元に使わ

れるため、Sr と Ba の回収に対する電流効率は 2～3 %と低いことがわかった。他の試験により、Gaは回収

FP の酸化物転換の際に酸化されて廃棄物に移行する可能性が高いことも判明したため、代替陰極材料候補と

して固体 Si 電極について希土類元素（Nd、Gd、Sm、Eu）の回収挙動を電気化学測定および定電位電解により

調べた。その結果、いずれの元素も電極 Siとシリサイドを形成して回収可能であることがわかった（図 1）。 

・LiI、LiBrを加えた LiCl-KCl中での陽極反応について各種電気化学測定により調べたところ、ヨウ素は Br

や Cl よりも低い電位で発生することから（図 2）、選択的に回収できる可能性があることがわかった。陽極か

ら発生するガスをエタノール溶液トラップなどに回収した後に定量した結果、陽極におけるヨウ素発生の電

流効率は 76.5%であった。また、電極の消耗や副反応を抑える観点から、グラッシーカーボン、タングステ

ン、白金よりも金の方が陽極材料として優れていることがわかった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本研究は文部科学省原子力システム研究開発事業「柔軟性の高い MA回収・核変換技術の開発」の成果である。 
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図2 ヨウ素、臭素を含む723Kの溶融LiCl-KCl中で
測定したサイクリックボルタモグラム

作用極：グラッシーカーボン

電位走査速度：100mV/s

図1 Nd（左）あるいはSm（右）を含む723Kの溶融LiCl-KClで
行った電解試験後の固体Si電極破断面SEM像
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